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平成26年度　幼稚園・認定こども園一覧

認
定
に
つ
い
て

新
制
度
で
は
、
保
育
の
必
要
性
の
有

無
と
年
齢
に
応
じ
た
３
つ
の
区
分
が
設

け
ら
れ
、
認
定
さ
れ
た
区
分
に
よ
り

利
用
で
き
る
施
設
が
決
ま
り
ま
す
。

１
号
認
定  

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

満
３
歳
以
上
の
就
学
前
の
子
ど
も
で

教
育
を
希
望
す
る
人
は
、
１
号
認
定
と

な
り
ま
す
。

認
定
お
よ
び
入
所
は
、
施
設
へ
直

接
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

２
号
認
定  

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

３
号
認
定 

保
護
者
の
就
労
や
病
気
な
ど
に
よ

り
、
保
育
を
必
要
と
す
る
人
の
う
ち
、

３
歳
以
上
児
は
２
号
認
定
、
３
歳
未
満

児
は
３
号
認
定
と
な
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　

12
月
８
日
㈪
〜
25
日
㈭

※
12
月
８
日
㈪
以
前
の
受
け
付
け
は
で

き
ま
せ
ん
。
受
付
期
間
以
降
も
、
随

時
受
け
付
け
し
ま
す
が
、
期
間
内
に

申
し
込
ん
だ
順
に
審
査
し
ま
す

●
申
込
書
交
付
・
受
付
場
所

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
や
認
定
こ

ど
も
園
、
保
育
課

※
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
は
書
類

の
交
付
・
受
け
付
け
の
み
で
、
認
定

は
で
き
ま
せ
ん
。
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

●
保
育
の
必
要
な
事
由

就
労
、
妊
娠
や
出
産
、
病
気
や
け
が
、

介
護
な
ど
。

●
入
所
の
決
定

入
所
の
決
定
は
、
保
育
の
必
要
な
事

由
や
そ
の
緊
急
性
、
通
園
手
段
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
し
ま
す
。
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
す
る
施
設

に
入
所
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

新
制
度
・
入
所
説
明
会

●
開
催
時
間　

19
時
〜

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
の

利
用
の
仕
方
が
変
わ
り
ま
す
！

日　

程

場　
　
　

所

11
／
10
㈪

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

横
市
地
区
公
民
館

11
／
11
㈫

小
松
原
地
区
公
民
館

11
／
12
㈬

五
十
市
地
区
公
民
館

11
／
13
㈭

中
郷
地
区
公
民
館

11
／
14
㈮

中
央
公
民
館

11
／
17
㈪

祝
吉
地
区
公
民
館

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

11
／
18
㈫

沖
水
地
区
公
民
館

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

11
／
19
㈬

庄
内
地
区
公
民
館

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

11
／
20
㈭

西
岳
地
区
公
民
館

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

11
／
21
㈮

志
和
池
地
区
公
民
館

幼稚園名 所在地 電話番号

○ ふたば幼稚園 松元町 23-2469
○ さくら幼稚園 姫城町 22-1552
○ 妻ケ丘幼稚園 中原町 22-2757
○ 清涼幼稚園 庄内町 37-0568
○ 聖ドミニコ幼稚園 下長飯町 39-5771
高城幼稚園 高城町穂満坊 58-2351
有水幼稚園 高城町有水 59-9114
石山幼稚園 高城町石山 58-3211

幼稚園名 所在地 電話番号

◎ アソカ幼稚園 年見町 23-7505
◎ 一万城幼稚園 一万城町 22-5739
◎ 天竜幼稚園 牟田町 22-0502
◎ 天竜第二幼稚園 南鷹尾町 23-7503
◎ 天竜第三幼稚園 鷹尾四丁目 23-7504
◎ 天竜祝吉幼稚園 千町 22-1012
★ ししのこ幼稚園 上水流町 36-0646
★ にし幼稚園 南横市町 25-3344

○印は新制度の仕組みに移らないため認定の必要はありません　◎印は認定こども園　★印は認定こども園認可申請予定

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」。
幼
稚
園
や
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
に
は
認
定
が
必
要
に
な

り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

保
育
課　

☎
23

－

４
８
９
４

　

☎
23

－

２
１
９
９
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地区 保育所名 所在地 電話番号

姫
城

相愛ひめぎ保育園 姫城町 22-2295

天竜保育園 早鈴町 23-1301

下長飯保育園 下長飯町 39-1040

あゆみベビーホーム 甲斐元町 23-5246

相愛保育園 早鈴町 25-1879

早鈴保育園 早鈴町 24-3699

チャイルドセンターポピー園 早鈴町 25-9478

小
松
原

大王保育所 平江町 22-2167

アソカ保育園 小松原町 24-0450

志比田保育園 志比田町 23-2803

ひばり保育園 大王町 23-0038

★ 宮丸保育園 宮丸町 27-1541

ぽっぽ保育所 前田町 24-7887

★ かたひら保育園 志比田町 24-7745

妻
ケ
丘

上長飯保育園 上長飯町 22-4843

一万城保育園 一万城町 23-2802

たんぽぽ保育園 一万城町 23-3313

あやめ原保育園 菖蒲原町 22-2372

祝
吉

郡元保育所 郡元町 22-1578

★ いなり保育園 郡元四丁目 22-5974

早水保育園 早水町 24-1826

並木保育園 上川東四丁目 24-1580

川東保育園 下川東二丁目 22-2210

五
十
市

たかお保育所 南鷹尾町 22-0394

今町保育園 今町 39-2102

★ 五十市保育園 久保原町 22-2110

都島保育園 鷹尾一丁目 23-5622

すずらん保育園 南鷹尾町 24-3596

さつき保育園 都島町 23-5250

横
市

★ 都原保育園 都原町 22-4323

もちお保育園 南横市町 22-5421

沖
水

金田保育所 金田町 38-1325

高木保育園 高木町 38-1310

都北保育園 都北町 38-1877

吉尾保育園 吉尾町 38-3027

山野原保育園 太郎坊町 38-3700

志
和
池

志和池保育・児童館 上水流町 36-0516

まるの保育園 野々美谷町 36-0891

下水流保育園 下水流町 36-0535

こばと保育園 丸谷町 36-1091

地区 保育所名 所在地 電話番号

庄
内
・
西
岳

★ 乙房保育園 乙房町 37-1212

ルンビニ保育園 庄内町 37-0569

菓子野保育園 菓子野町 37-1766

わかば保育園 高野町 33-1810

中
郷

中郷保育所 安久町 39-0529

梅北保育園 梅北町 39-2869

安久保育園 安久町 39-0218

山
之
口

山之口中央保育所 山之口町花木 57-2068

山之口ふもと保育所 山之口町山之口 57-2023

山之口乳児保育所 山之口町花木 57-2243

安楽地保育園 山之口町富吉 57-2123

高
城

高城保育所 高城町穂満坊 58-2314

有水保育所 高城町有水 59-9324

石山保育園 高城町石山 58-5931

つみき保育園 高城町桜木 58-4585

さかえ保育園 高城町穂満坊 58-2600

山
田

山田中央保育所 山田町山田 64-3021

木之川内保育所 山田町山田 64-1012

万ヶ塚保育園 山田町山田 64-1123

谷頭保育園 山田町中霧島 64-1051

高
崎

鳴峰保育園 高崎町大牟田 62-2127

旭保育園 高崎町大牟田 62-4106

善長寺保育園 高崎町江平 62-2125

前田保育園 高崎町前田 62-1996

大牟田保育園 高崎町大牟田 62-1989

縄瀬保育園 高崎町縄瀬 62-3772

平成26年度　保育所一覧

★印は認定こども園認可申請予定
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パートナー間の問題
43.0%

経済に関する問題
4.0%

自分自身の問題
23.0%

セクハラなど 2.0%
人間関係に関するもの 4.0%

子どもの問題
9.0%

病気に関する問題
4.0%

親族の問題
11.0%

相談内容の内訳（平成25年度）

※これはケースの一例です

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
／
Ｄデ

ィ
ー
ブ
イＶ

）
や
性
犯
罪
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
暴
力
は
、
女
性

の
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
。

こ
れ
ら
の
暴
力
を
な
く
す
た
め
に
は
、

一
人
一
人
が
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
、
相
手
も
自
分
も
大
切
に

す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
１
２
１

都
城
市
の
現
状

平
成
25
年
度
に
、
市
の
女
性
総
合
相

談
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
７
１
７

件
。
夫
婦
や
恋
人
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー

間
の
問
題
に
関
す
る
相
談
が
３
０
７
件

と
最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
、
Ｄ
Ｖ
に
関

す
る
も
の
は
48
件
で
し
た
。

ま
た
、
性
的
被
害
や
職
場
で
の
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
っ
て
？

Ｄ
Ｖ
は
、
夫
婦
や
恋
人
な
ど
の
親
し

い
関
係
の
中
で
起
こ
る
暴
力
で
す
。
最

近
は
、
若
い
世
代
に
も
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と

よ
ば
れ
る
恋
人
間
の
暴
力
が
み
ら
れ
、

深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

暴
力
の
種
類

暴
力
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

り
、
多
く
は
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
被
害
者
の
身
体
と
心
を
傷
つ

け
ま
す
。

・
身
体
的
暴
力　

殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り

す
る
な
ど
、
直
接
的
に
暴
力
を
振
る
う

・
精
神
的
暴
力　

心
な
い
言
動
な
ど
で
、

相
手
の
心
を
傷
つ
け
る

・
性
的
暴
力　

嫌
が
っ
て
い
る
の
に
性

的
行
為
を
強
要
す
る
、
中
絶
を
強
要

す
る
、
避
妊
に
協
力
し
な
い

・
経
済
的
暴
力　

夫
婦
間
で
生
活
費
を

渡
さ
な
い
な
ど

一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
を

都
城
市
女
性
総
合
相
談

市
で
は
、
女
性
の
悩
み
や
苦
し
み
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
借
金
や
悪
質
商
法
な
ど
の
消

費
生
活
に
関
す
る
相
談
と
、
交
通
事
故

相
談
も
併
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

悩
み
は
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
て
も

解
決
で
き
ま
せ
ん
。
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

暴力は繰り返されます

DVのサイクル

緊張期
ささいなことで 　
イライラし威圧的
になる　　　　  

被害者
●相手の顔色をうかがう
●ビクビクしておびえる

爆発期
怒りをコントロール 
できなくなり、　　 
激しく暴力を振るう

被害者
●絶望感・無力感に陥る
●何がなんだか分からなくなる

開放期（ハネムーン期）

「もう暴力を振るわない」と　
謝罪し別人のように優しくなる

被害者
●「やっぱり愛されている」
●「もう一度信じよう」 

都
城
市
女
性
総
合
相
談

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

【
女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

【
女
性
臨
床
心
理
士
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）】

●
日
時　

11
月
18
日
㈫　

14
時
〜
16
時

【
女
性
弁
護
士
に
よ
る

法
律
相
談
（
要
予
約
）】

●
日
時　

11
月
25
日
㈫　

13
時
〜
16
時

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
く
す
の
き

●
日
時　

毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

被害者の間柄に関係なく、決して許されるもの
なくす推進月間です。
家族で話し合ってみましょう。

女性への暴力OP 11月12日㈬～25日㈫は

女性に対する暴力を
なくす運動
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虐待の種類

ネグレクト
・食事を与えない
・家に閉じ込める
・医療を受けさせない
・同居人からの虐待を
放置する

身体的虐待
・殴る、蹴る
・ケガをさせる
・戸外に閉め出す

心理的虐待
・言葉で脅す
・兄弟・姉妹間で差別
する
・子どもの前で、配偶
者に暴力を振るう

性的虐待
・性的関係を強要する
・性器や性交を見せる

市に寄せられた虐待相談
（平成25年度）

ネグレクト
57.7%

心理的虐待
15.4%

身体的虐待
26.9%

子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者（
養
育
者
）

が
、
子
ど
も
の
体
や
心
を
傷
つ
け
る
児

童
虐
待
。
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
、
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
６
８
４

都
城
市
の
現
状

平
成
25
年
度
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
35

件
の
新
規
の
児
童
家
庭
相
談
の
う
ち
、

虐
待
に
関
す
る
相
談
が
26
件
と
大
半
を

占
め
、特
に
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
・

怠
慢
）
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ネ
グ
レ
ク
ト
と
は
、
子
ど
も
の
世
話

を
放
棄
し
て
、
衣
食
住
だ
け
で
は
な

く
、
発
達
に
必
要
な
情
緒
的
ケ
ア
を
与

え
な
い
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。
外
傷
が

な
い
た
め
周
り
が
気
付
き
に
く
く
、
深

刻
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
り

ま
す
。

子
ど
も
が
傷
つ
く
行
為
は
虐
待
で
す

子
ど
も
に
、
生
活
習
慣
や
社
会
の

ル
ー
ル
を
教
え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
行
き
過
ぎ
た
「
し
つ

け
」
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
体
や
心
が

傷
つ
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待

で
す
。
常
に
子
ど
も
の
立
場
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

な
ぜ
虐
待
が
起
こ
る
の
？

虐
待
は
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
り
得

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

主
な
虐
待
の
要
因

・
育
児
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
が
近

く
に
い
な
い

・
育
児
の
協
力
者
が
い
な
い

・
経
済
的
に
苦
し
い

・
養
育
者
自
身
も
虐
待
を
受
け
た
経
験

が
あ
る

「
虐
待
を
し
そ
う
だ
」
と
思
っ
た
ら

ま
ず
は
、
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
て
、

冷
静
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
電
話
で
相
談
す
る
な
ど
、
周
り
に

助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
連
絡
が
子
ど
も
を
守
り
ま
す

児
童
虐
待
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
起

き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
児
童
相
談
所
や

市
役
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
五
カ
条

1 
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡

２ 
し
つ
け
の
つ
も
り
は
言
い
訳

３ 

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

４ 

親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

５ 

虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ

　

 

り
う
る

宮
崎
県
南
部
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

児
童
相
談
所　

☎
22

－

４
２
９
４

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

※
閉
庁
時　

☎
23

－

２
１
１
１

東
部
保
健
セ
ン
タ
ー（
高
城
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
58

－

６
８
０
０

※
閉
庁
時　

☎
58

－

２
３
１
１

　
　
　
　
　
（
高
城
総
合
支
所
）

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
62

－

４
４
１
１

※
閉
庁
時　

☎
62

－

１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
高
崎
総
合
支
所
）

女性に対する暴力や子どもへの虐待は、加害者、
ではありません。11月はこうした暴力や虐待を
私たちにできることは何か、この機会に地域や

ST児童虐待
11月は

児童虐待防止
推進月間
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
、
地
域
の
課
題
解
決
や
市

民
公
益
の
た
め
に
、
自
発
的
に
活
動
し

て
い
る
民
間
団
体
で
す
。
利
益
に
と
ら

わ
れ
ず
独
自
の
考
え
で
、
社
会
的
な
使

命
の
達
成
を
目
指
し
、
機
動
性
や
人
間

性
を
重
視
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
中
に
は
、
法
人
格
を
持
つ
特

定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

と
、
法
人
格
を
持
た
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
あ
り
、

市
内
で
は
59
団
体
が
福
祉
や
環
境
、
地

域
お
こ
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
４
３
１

興
味
を
持
つ
こ
と
が
は
じ
め
の
一
歩

社
会
貢
献
活
動
は
、「
誰
か
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
、
あ
な
た
の
気
持

ち
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
社
会
貢
献
活

動
を
し
て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
な
く

て
も
、
多
く
の
人
が
自
治
公
民
館
な
ど

で
、
地
域
活
動
や
困
り
ご
と
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
団
体
が
ど
の

よ
う
な
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
か
、
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
で
活
動
す
る
に
は
？

定
款
で
条
件
を
規
定
し
て
い
な
い
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
は
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
人

な
ら
誰
で
も
入
会
し
、
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
市

民
活
動
団
体
で
も
同
様
に
、
共
に
活
動

す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
活
動
し
た
い
団
体
に
、
直
接
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
い
と
思
っ
た
ら

市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
申
請

の
手
続
き
や
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進

法
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
設
立
に
必
要
な
こ

と
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も

準
備
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
友ゆ

う

・
誘ゆ

う

・
遊ゆ

う

」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活

動
な
ど
を
紹
介
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

す
。
や
り
た
い
活
動
が
、
き
っ
と
み
つ

か
り
ま
す
。

http://w
w
w
.m
-syakyo.or.jp/V

olun
teer/dantai.htm

l

都
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
共
育

お
う
え
ん
セ
ン
タ
ー

個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
育
成
な
ど
の
支
援
を
通
し
て
、
市

民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
高
揚
を
目

的
に
、
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
開

設
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運

営
な
ど
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
主
な
支
援
内
容

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
受
け
付
け

・
各
種
助
成
金
の
申
請
支
援

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
や
運
営
の
相
談

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
う
え
ん
講
座
の
開
催

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
事
業
な
ど
の
支
援

●
開
設
日
時

月
〜
金
曜
日
、
第
３
土
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時

●
設
備
な
ど

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
（
登
録
団

体
無
料
）、
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
、
印
刷
コ
ー
ナ
ー
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
貸
し
出
し

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
共
育

　

お
う
え
ん
セ
ン
タ
ー

　

☎
25

－

７
３
１
８

ま
ず
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
言
葉

に
敷
居
が
高
い
よ
う
に
感
じ
る
人
も

い
ま
す
が
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
地
域

行
事
や
学
校
行
事
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
す
で
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
て
い
る
」
と
言
え
ま
す
。

道
端
の
ご
み
を
拾
う
こ
と
も
、
長
く

続
け
る
こ
と
で
、
立
派
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
る
コ
ツ
は

「
自
分
自
身
が
楽
し
む
こ
と
」。
皆
さ

ん
も
、
地
域
行
事
に
参
加
し
て
み
る

な
ど
、
身
近
な
こ
と
を
、
楽
し
み
な

が
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

地
域
の
力
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
や

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

都城市ボランティア・福祉
共育おうえんセンター所長

大牟田　智
さと

子
こ
さん
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を
、
今
町
小
学
校
の
児
童
ら
が
披
露
し

ま
す
。
こ
の
他
、
市
内
の
民
俗
芸
能
団

体
に
加
え
、
地
域
間
の
文
化
交
流
を
目

的
に
、
熊
本
県

阿
蘇
市
か
ら
民

俗
芸
能
団
体
を

招
き
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
集
落

や
地
域
に
根
付

く
民
俗
芸
能
に

触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
観
覧

く
だ
さ
い
。

第
８
回
都
城
民
俗
芸
能
祭

●
日
時　

12
月
７
日
㈰　

13
時
開
演

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル 

●
観
覧
料　

無
料

●
出
演　

大
王
棒
踊
（
大
王
町
）、

太
郎
坊
ベ
ブ
踊
（
太
郎
坊
町
）、
高

木
奴や

っ
こ踊

（
高
木
町
）、
中な

か

原ば
る

太
郎
踊

り
（
山
之
口
町
）、谷
川
俵
踊
り
（
高

崎
町
）、八
反
俵
踊
（
今
町
小
学
校
）、

阿
蘇
の
虎と

ら

舞ま
い

（
熊
本
県
阿
蘇
市
）、

重
信
優ま

さ
る

（
ゴ
ッ
タ
ン
演
奏
）

安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆
地
大
会

●
日
時　

11
月
22
日
㈯

　
　
　
　

13
時
開
場 

13
時
30
分
開
演

●
会
場　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

交
通
・
地
域
安
全
功
労
者

な
ど
の
表
彰
や
、
地
域
安
全
・
交
通

安
全
に
関
す
る
作
文
の
表
彰
と
朗

読
、
高
城
高
校
演
劇
部
の
寸
劇
、
県

警
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
抽

選
会
も
開
催
し
ま
す
。

都
城
市
民
俗
芸
能
保
存
連
合
会
（
加
盟

団
体
数
73
団
体
）
で
は
、
地
域
の
民
俗

芸
能
の
保
存
や
伝
承
を
目
的
に
、
都
城

民
俗
芸
能
祭
を
開
催
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

都
城
市
文
化
振
興
財
団

☎
23

－

７
１
４
０

「
郷
土
の
宝
」
の
継
承

都
城
に
は
、
伝
統
に
育
ま
れ
た
「
郷

土
の
宝
」
と
も
い
え
る
民
俗
芸
能
が
数

多
く
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
民
俗
芸
能
は
、
集
落
で
大

切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す

が
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
地
域
の
高
齢
者
の
記
憶
や
残
さ
れ

た
文
献
を
基
に
、
民
俗
芸
能
を
復
活
さ

せ
、
保
存
会
を
立
ち
上
げ
た
地
域
や
集

落
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
民

俗
芸
能
を
後
世
に
伝
え
、
郷
土
の
誇
り

と
す
る
た
め
、
毎
年
、
都
城
民
俗
芸
能

祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
若
い
世
代
へ
引
き
継
ご
う

と
指
導
が
続
け
ら
れ
て
い
る
八は

っ

反た
ん

俵
踊

安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、「
安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ

盆
地
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
安
全
・
安
心
な
生
活
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

生
活
文
化
課　

☎
23

－

７
１
８
３

特
殊
詐
欺
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん

県
内
で
は
６
月
末
現
在
、
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
２
億

１
、３
０
０
万
円
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
内
で
も
、
女
性
の
高
齢
者
が

１
億
１
、０
０
０
万
円
を
だ
ま
し
取
ら

れ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
審

な
電
話
が
あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
誰
か

に
相
談
し
、警
察
へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

【
特
殊
詐
欺
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】

・
還
付
金
が
あ
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
け

・
宅
配
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
現
金
送
付

・
融
資
を
受
け
る
前
に
保
証
金
を
払
え

自
転
車
の
盗
難
が
増
え
て
い
ま
す

本
市
の
８
月
現
在
の
自
転
車
盗
難
件

数
は
３
３
４
件
で
、
昨
年
の
同
時
期
と

比
較
す
る
と
１
６
２
台
（
94
・
２
㌫
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
１
７
３

件
（
51
・
８
㌫
）
が
無
施
錠
で
し
た
。

【
自
転
車
盗
難
防
止
の
３
カ
条
】

・
鍵
は
二
重
（
２
ロ
ッ
ク
）
に
す
る

・
わ
ず
か
な
時
間
の
駐
輪
も
施
錠
す
る

・
防
犯
登
録
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
す
る

犯
罪
の
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り

犯
罪
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
犯
罪
の
起

き
に
く
い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

犯
罪
者
が
犯
行
を
あ
き
ら
め
た
理
由
に

「
地
域
の
人
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
、

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
た
り
し
た
」「
防
犯

看
板
が
あ
り
、
防
犯
に
関
心
の
あ
る
地

域
だ
と
思
っ
た
」「
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の

青
パ
ト
を
見
た
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
絆
を
生
か
し
て
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

郷
土
の
伝
統
を
後
世
へ

安
全
・
安
心
な

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

〜
民
俗
芸
能
を
守
り
伝
え
る
た
め
に
〜

犯罪は犯罪は

許許しません!しません!

八反俵踊
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